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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第３四半期会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) １ 生産実績金額の算出は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 受注実績 

当第３四半期会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 販売実績 

当第３四半期会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 
  

 
  
(注) １ 主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

  

 
２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業部門別の名称 生産高または施工高(千円)

減速機関連事業 555,919 

駐車場装置関連事業 949,079 

室内外装品関連事業 264,644 

合計 1,769,643 

事業部門別の名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

減速機関連事業 581,911 313,086

駐車場装置関連事業 847,936 3,565,991

室内外装品関連事業 267,123 ─

合計 1,696,971 3,879,077

事業部門別の名称 販売高(千円)

減速機関連事業 547,891 

駐車場装置関連事業 614,869 

室内外装品関連事業 267,123 

合計 1,429,884 

相手先

当第３四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％)

立川ブラインド工業㈱ 278,730 19.5
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当第３四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等ま

たは、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

  

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産など一部に回復の兆しが見られたものの、

世界的な金融危機の影響や世界景気の下振れ懸念など、景気を下押しするリスクが存在し、企業収益の

大幅な減少や雇用情勢の急速な悪化等、依然として厳しい状況で推移いたしました。 

このような環境のもと、当社は事業環境が大きく変化している現状を捉え、新しいビジネスモデルの

構築や付加価値を生む効果的な経営資源の投入による新たな市場領域の拡大に努めてまいりました。ま

た、業務改革を推進し、コスト最適化と労働生産性の向上にも取り組んでまいりました。 

減速機関連事業においては、産業用機械向け販売を中心に、新規顧客の獲得や、原価低減及び生産性

の向上に努めてまいりました。 

駐車場装置関連事業においては、主力製品であるパズルタワーを重点的に販促し、販売競争力や営業

力の強化を図り、顧客満足度の向上や収益確保に注力してまいりました。 

室内外装品関連事業においては、スライディングドアの受注量の変動に対応した生産を進め、原価低

減や生産性の向上による安定した収益確保及び品質向上に取り組んでまいりました。 

この結果、当第３四半期会計期間の売上高は1,429百万円、営業利益は49百万円、経常利益は61百万

円、四半期純利益は30百万円となりました。 
  
なお、事業部門別業績は次のとおりであります。 
  
[減速機関連事業] 
  
前年度後半から受注が大幅に減少するなど厳しい事業環境が続く中、産業用機械向け販売を中心に、

積極的な提案型営業による拡販を進めましたが、売上高は547百万円となりました。営業損益につきま

しては、生産性の向上に努めたものの売上高減少による固定費負担が補えず52百万円の損失となりまし

た。 

  

[駐車場装置関連事業] 
  
主力製品であるパズルタワーの新規完工が増加したほか、改造・改修工事が計画より増加したことに

より、売上高は614百万円となりました。営業利益につきましては、売上高の増加に加えて、継続的な

原価低減に努めた結果60百万円となりました。 

  

[室内外装品関連事業] 
  
民間設備投資が大幅に減少する厳しい市場環境ではありましたが、特殊案件等の受注が増加したこと

により、売上高は267百万円となりました。営業利益につきましては、生産性の向上や原価低減に取り

組み41百万円となりました。 

  

(2) 財政状態の分析 
  
[資産] 
  
当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ163百万円減少し11,189百万円となりまし

た。 

流動資産は、主に現金及び預金が86百万円、駐車場装置の未成工事等の仕掛品が168百万円増加した

一方で、受取手形及び売掛金が117百万円、ファクタリング債権を含む未収入金等のその他流動資産が

190百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ48百万円減少し7,334百万円となりました。 

固定資産は、主に有形固定資産が減価償却等により92百万円、長期貸付金が30百万円減少したことな

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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どにより、前事業年度末に比べ114百万円減少し3,855百万円となりました。 

  

[負債] 
  
当第３四半期会計期間末の負債は、前事業年度末に比べ133百万円減少し2,079百万円となりました。

流動負債は、主に賞与引当金等の引当金が37百万円、駐車場工事に係る前受代金等のその他流動負債

が247百万円増加した一方で、支払手形及び買掛金が435百万円減少したことなどにより、前事業年度末

に比べ153百万円減少し1,781百万円となりました。 

固定負債は、主に長期リース債務等のその他固定負債が11百万円増加したほか、役員退職慰労引当金

が８百万円増加したことなどにより、前事業年度末に比べ20百万円増加し297百万円となりました。 

  

[純資産] 
  
当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ30百万円減少し9,110百万円となりまし

た。 

これは主に、利益剰余金が20百万円、その他有価証券評価差額金が９百万円減少したことによるもの

であります。 

なお、自己資本比率は前事業年度末に比べ0.9ポイント増加し81.4％となり、１株当たり純資産は前

事業年度末に比べ１円78銭減少し538円56銭となりました。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。 

現金及び現金同等物(以下「資金」という)の第３四半期会計期間末残高は、第２四半期会計期間末に

比べ216百万円減少し、2,742百万円となりました。 

なお、当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

  

[営業活動によるキャッシュ・フロー] 
  
営業活動による資金は、157百万円の減少となりました。 

これは主に、税引前四半期純利益60百万円、仕入債務の増加額52百万円等による増加があった一方

で、たな卸資産の増加額278百万円等による減少があったことによるものであります。 

  

[投資活動によるキャッシュ・フロー] 
  
投資活動による資金は、９百万円の減少となりました。 

これは主に、貸付金の回収による収入10百万円があった一方で、有形固定資産の取得による支出６百

万円、無形固定資産の取得による支出６百万円、投資有価証券の取得による支出５百万円等があったこ

とによるものであります。 

  

[財務活動によるキャッシュ・フロー] 
  
財務活動による資金は、49百万円の減少となりました。 

これは主に、株主配当金の支払があったことによるものであります。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第３四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第３四半期会計期間における研究開発費の総額は、11百万円であります。 
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平成21年11月９日

富士変速機株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

   

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている富

士変速機株式会社の平成21年１月１日から平成21年12月31日までの第46期事業年度の第３四半期会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成21年１月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシ

ュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、富士変速機株式会社の平成21年９月30日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。 

  

追記情報 

四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期

会計期間より、棚卸資産の評価に関する会計基準を適用している。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    井 上 嗣 平 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    桑 原 雅 行 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 東海財務局長 

【提出日】 平成21年11月９日 

【会社名】 富士変速機株式会社 

【英訳名】 FUJI HENSOKUKI CO.,LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 中 島 寿 和 

【最高財務責任者の役職氏名】 ─ 

【本店の所在の場所】 岐阜県岐阜市中洲町18番地 

【縦覧に供する場所】 株式会社名古屋証券取引所 

  (名古屋市中区栄三丁目８番20号) 

 

 



当社代表取締役社長 中島 寿和は、当社の第46期第３四半期(自 平成21年７月１日 至 平成21年９

月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたし

ました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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この報告書は再生紙を使用しています｡
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